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　11月３日、小国町文化協会（井上正美会長）主催の芸能まつりが小国小学校
アリーナで開催されました。町内で活動する12団体が歌や踊り、楽器の演奏等
を披露し、大勢の観客が楽しんでいました。
　昨年から活動を再開した鼓友塾（今康成代表）は４つの演目を披露し、瀬賀
三喜雄さん、琉生さん親子による「ゆうきち」の演奏では、力強い和太鼓の音
が会場に響き渡り、大いに盛り上がっていました。
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■
功
労
表
彰

多
勢　

信
人　

氏
（
岩
井
沢
）

　

永
き
に
わ
た
り
小
国
町
柔
道
会
会

長
と
し
て
卓
越
し
た
指
導
力
を
も
っ

て
後
進
の
育
成
に
あ
た
ら
れ
る
と
と

も
に
、
隣
県
か
ら
大
勢
の
選
手
が
集

う
白
い
森
柔
道
大
会
を
継
続
し
て
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
柔
道
競
技
の
普
及

は
も
と
よ
り
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
。

■
感
謝
状

岡
田　

久
典　

氏
（
東
京
都
）　

　

永
き
に
わ
た
り
地
域
資
源
活
用
域

学
連
携
事
業
に
お
い
て
、
大
学
生
と

町
民
と
の
交
流
、
連
携
に
よ
る
地
域

活
性
化
や
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
も

っ
て
大
学
生
の
し
な
や
か
な
発
想
を

引
き
出
し
、
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
提

言
と
本
町
の
情
報
発
信
に
貢
献
さ
れ

た
。

椎
川　

忍　

氏
（
東
京
都
）

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
理
事
長
と
し
て
、
本
町
職
員
の

資
質
向
上
や
人
財
育
成
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
創
設
者
と
し
て
、
外
部
人
財
の

多
様
な
力
が
新
し
い
活
力
を
生
み
出

す
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
。

三
浦　

光
哉　

氏
（
仙
台
市
）

　

永
き
に
わ
た
り
本
町
の
保
育
園
並
び

に
小
中
学
校
へ
の
定
期
的
な
巡
回
訪
問

や
研
修
を
通
し
て
、
専
門
的
な
見
地
に

基
づ
く
具
体
的
な
助
言
、
指
導
に
あ
た

ら
れ
、
本
町
の
特
別
支
援
教
育
の
制
度

整
備
と
充
実
に
貢
献
さ
れ
た
。

新
潟
大
学
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
Ｆ
ホ
ー
ム

　

永
き
に
わ
た
り
本
町
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
伝
統
行
事
や
地
域
活
動
に
参
加

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の

継
続
的
な
関
係
構
築
や
本
町
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
地
域
資
源
の
再
評
価

と
新
し
い
地
域
づ
く
り
活
動
の
モ
デ

ル
を
提
示
さ
れ
、
本
町
の
活
性
化
に

貢
献
さ
れ
た
。

■
褒
状

　

新
た
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
本

町
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
た
４
団
体

に
対
し
て
、
今
後
一
層
の
活
躍
を
期

待
し
、
褒
状
を
授
与
し
た
。

　

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

　

お
ぐ
に
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
つ
む
ぐ

　

お
ぐ
に
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組
合

　

一
般
社
団
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

■
永
年
勤
続
表
彰

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
15
年
以
上
）

　

原
田　

憲
一
郎　

氏
（
越
中
里
）

　

岩
沢　

ち
か　

氏
（
田
沢
頭
）

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　

渡
部　

茂　

氏
（
大
石
沢
）

交
通
指
導
員
（
10
年
以
上
）

　

今　
　

和
永　

氏
（
小
国
小
坂
町
）

　

西
原　

政
範　

氏
（
緑
町
）　

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　

塚
原　

勝
見　

氏
（
大
滝
）

　

渡
邊　

寿
幸　

氏
（
兵
庫
舘
）

　

今　
　

彦
榮　

氏
（
石
滝
）

◆
記
念
講
演

『
故
郷
を
思
う
心
と
世
界
＋
ア
ー
ト
』

　

作
家

　

千
年　

太
郎
（
渡
邊　

和
弘
）
氏

▲永年勤続表彰を受け取る原田憲一郎氏

▲故郷を思う心についてご講演いただきました
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「～普通が幸せ～」

　　　緑のふるさと協力隊　川添　翔大

　ご無沙汰してます。小国の寒さに驚きを隠せない

川添です。

　時間が過ぎるのは早いもので、任期残り４ヶ月と

なりました。給料０円という制度の中、活動ができ

たのは多くの皆さんに支えていただいたからだと言

9292

挑挑
め
、
と
も
に

め
、
と
も
に

～
小
国
高
校
魅
力
化
通
信
㉛
～

！！

　

小
国
高
校
で
は
、
学
校
だ
け
で
な

く
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
生
徒
が

個
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て

自
由
に
課
外
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
部

活
動
で
は
な
く
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー

ク
ル
等
へ
の
参
加
、
白
い
森
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
学
習
会
、
学
校
で

の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
多
様
な
放

課
後
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
徒
の
声
】

木
工
サ
ー
ク
ル
２
年　

髙
橋
海
斗
さ
ん

　

講
師
の
か
た
に
工
具
の
使
い
方
を

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
木
工
を
し
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
工
作
と
か
細
か
い

こ
と
が
好
き
で
、
こ
れ
か
ら
は
日
常

で
使
え
る
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
た
け
サ
ー
ク
ル
１
年　

大
谷
唯
人
さ
ん

　

１
年
目
で
し
た
が
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
植
え
た

も
の
が
う
ま
く
収
穫
で
き
た
と
き
は

や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
来
年

以
降
も
皆
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
野
菜
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

小
国
高
校
の
幸
せ
な
放
課
後
活
動

葉では足りないぐらい感謝しております。

　４月当初より、小国町に来て「私」に何ができるのか？考えていました。町外者であり、小国町の

常識を知らない「私なり」の視点で活動してきました。

　そんな中、印象的な地域風景がありました。それは、高齢者の皆さんの日々の過ごし方。皆さんの

笑顔や生き生きとした姿は、「誰もがそんな人生を送りたい」と思えるものではないでしょうか？

　そこで小国らしさのお手伝いになればと、大宮地区で芋煮会を行いました。子供達も来てくれて、

時間を忘れてみんなで盛り上がりました！！人が集まる場には「幸せ」が溢れていますね。

　残り少しではありますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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潟
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５
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５
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Ｈ
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３
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Ｈ
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３
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地
域
高
規
格
幹
線
道
路
構
想
発
表
（
建
設
省
）

仙
台
・
新
潟
間
高
速
道
路
建
設
促
進
推
進
協
議

会
設
立
総
会

仙
台
・
新
潟
地
域
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
実
現

期
成
同
盟
会
（
仮
称
）
設
立
準
備
会
（
小
国
会
場
：

新
潟
９
市
町
村
、
山
形
８
市
町
参
加
）

仙
台
・
新
潟
を
結
ぶ
置
賜
・
岩
船
間
地
域
高
規
格

道
路
（
仮
称
）
建
設
実
現
期
成
同
盟
会
設
立
総
会

地
域
高
規
格
道
路
「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
」

と
し
て
「
計
画
路
線
」
の
指
定
を
受
け
る

「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
新
規
着
工
決
定
７
・
２
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定

　

南
陽
市
～
高
畠
町
「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
７
・
２
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

新
潟
県
関
川
村
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
５
・
０
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

新
潟
県
荒
川
町
（
現
村
上
市
）「
荒
川
道
路
」
３
・
６
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定　

　

新
潟
県
関
川
村
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
５
・
０
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

長
井
市
～
南
陽
市
「
梨
郷
道
路
」
７
・
２
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定　

　

新
潟
県
荒
川
町
（
現
村
上
市
）「
荒
川
道
路
」
３
・
６
㎞

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
指
定　

　

新
潟
県
関
川
村
～
小
国
町
「
小
国
道
路
」
約
12
㎞

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
完
成　

49
人
91
点
応
募

「
鷹
ノ
巣
道
路
」
工
事
着
手

「
荒
川
道
路
」
着
手
準
備
か
ら
新
規
事
業
化
へ
移
行

「
荒
川
道
路
」
開
通
式
３
・
６
㎞
全
線
供
用
開
始

「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
開
通
式
７
・
２
㎞
全
線
供
用
開
始

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定　

　

長
井
市
～
南
陽
市
「
梨
郷
道
路
」
７
・
２
㎞

「
梨
郷
道
路
」
工
事
着
手

小
国
道
路
の
計
画
段
階
評
価
に
向
け
た
調
査
へ
の
格
上
げ

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
関
川
ー
小
国
間
」

早
期
実
現
推
進
小
国
町
協
力
会
設
立
総
会

「
小
国
道
路
」
の
計
画
段
階
評
価
着
手
決
定
約
12
㎞

提供：山形河川国道事務所

高規格道路 新潟山形南部連絡道路高規格道路 新潟山形南部連絡道路

整備が進む「小国道路」整備が進む「小国道路」
　「新潟山形南部連絡道路」（以下、「新山道」と表記）は日本海沿岸東北自動車
道と東北中央自動車道に接続する延長約80㎞の高規格道路です。本道路は「広
域による観光交流の活性化」、「物流・経済流通の向上」、「住民の安心安全と防
災ネットワークの構築」など多様な機能を持った路線として整備が計画されて
います。
　平成31年３月には新潟県関川村金丸地内から本町松岡地内までの約12.7㎞区
間の「小国道路」が事業化され、山形県側の起工式が今年11月に大宮地内で実
施されました。
　今月は着実に整備が進む「小国道路」の現状と、今後の「新山道」の整備計
画についてお知らせします。

▲（仮称）小国ＩＣの建設が始まる（令和５年６月撮影）
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提
供
：
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
事
務
局

９
月

Ｈ
28
年
７
月

Ｈ
30
年
７
月

Ｈ
31
年
３
月

　
　

同

Ｒ
２
年
２
月

Ｒ
５
年
８
月

　
　
　

10
月

　
　

同

　
　
　

11
月

「
小
国
道
路
」
の
計
画
検
討
に
関
す
る
第
１
回
意
見
聴
取

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
関
川
ー
小
国
間
」

早
期
実
現
推
進
関
川
村
協
力
会
設
立
総
会

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
「
飯
豊
町
区
間
」

早
期
実
現
推
進
飯
豊
町
協
力
会
設
立
総
会

「
小
国
道
路
」
が
新
規
事
業
採
択
時
評
価
手
続
き

に
着
手

「
小
国
道
路
」
の
新
規
事
業
化
決
定

　

新
潟
県
関
川
村
～
小
国
町
12
・
７
㎞

「
梨
郷
道
路
」
の
開
通
見
通
し
公
表
（
令
和
５
年
度
開
通
）

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
小
国
～
飯
豊
）
計

画
段
階
評
価
（
１
回
目
）
に
着
手

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
片
貝
～
金
丸
）
計

画
段
階
評
価
（
１
回
目
）
に
着
手

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
（
小
国
～
飯
豊
）
の
道
路

計
画
検
討
に
関
す
る
第
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

「
小
国
道
路
」
山
形
県
側
起
工
式

　

新
山
道
は
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
荒
川
胎
内
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
と
東
北
中
央
自

動
車
道
南
陽
高
畠
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
延

長
約
80
㎞
の
高
規
格
道
路
で
す
。

　

平
成
６
年
に
「
計
画
路
線
」
と

し
て
指
定
さ
れ
、
平
成
21
年
３
月

に
は
「
荒
川
道
路
」
３
・
６
㎞
と

「
赤
湯
バ
イ
パ
ス
」
７
・
２
㎞
の
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
「
梨
郷
道
路
」
７
・

２
㎞
が
開
通
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
の

整
備
が
進
ん
で
お
り
、
今
年
８
月

に
は
「
小
国
～
飯
豊
」
間
が
、
10

月
に
は
関
川
村
「
片
貝
～
金
丸
」

間
が
そ
れ
ぞ
れ
早
期
事
業
化
に
向

け
た
概
略
ル
ー
ト
や
構
造
の
検
討

を
進
め
る
た
め
の
計
画
段
階
評
価

に
係
る
手
続
き
に
着
手
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

着
実
に
整
備
が
進
む
な
か
、
新

山
道
全
線
開
通
に
対
す
る
期
待
が

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

「
小
国
道
路
」
は
新
潟
県
関
川

村
金
丸
地
内
か
ら
本
町
松
岡
地
内

を
結
ぶ
12
・
７
㎞
の
区
間
で
す
。

大
宮
地
内
に
フ
ル
規
格
の
Ｉ
Ｃ
が

整
備
さ
れ
る
ほ
か
、
岩
井
沢
地
内

に
は
南
陽
方
面
に
の
み
ア
ク
セ
ス

可
能
な
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
も
整
備
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

平
成
11
年
12
月
に
調
査
区
間
に

指
定
さ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
計

画
段
階
評
価
に
着
手
、
平
成
30
年

に
は
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
３
月
の
事
業
化
決
定
以

降
、
測
量
や
地
質
調
査
、
道
路
設

計
、
用
地
調
査
、
用
地
買
収
等
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

度
、
本
格
的
に
山
形
県
側
10
・
６

㎞
の
建
設
工
事
に
着
手
さ
れ
、
11

月
12
日
、
大
宮
地
内
で
起
工
式
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
道
路
は
様
々
な
面
で
、
利

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
１
３
号
は
新
潟
県
関
川

村
か
ら
小
国
町
の
区
間
に
迂
回
路

は
な
く
、
令
和
４
年
８
月
の
豪
雨

の
際
に
飯
豊
町
側
、
新
潟
県
側
ど

ち
ら
も
通
行
止
め
と
な
っ
た
た

め
、
本
町
は
一
時
孤
立
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
小
国
道
路
を
は
じ
め

と
し
た
新
山
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、迂
回
路
が
確
保
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
災
害
や
事
故
等
に
よ

る
地
域
が
孤
立
す
る
危
険
性
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
井
沢
地
内
に
整
備
予

定
の
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
小
国
町
立
病
院
か
ら

公
立
置
賜
総
合
病
院
へ
患
者
を
迅

速
に
移
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
救
急
医
療
の
強
化
や
、
高
度

な
医
療
を
受
け
や
す
く
な
る
な

ど
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
生
活
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
面
に
お
い
て
も
、
物
流
の

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
保
さ

れ
、
安
定
し
た
物
流
が
実
現
す
る

と
と
も
に
、
沿
線
地
域
が
連
携
し

誘
客
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
振
興
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
な
観

光
客
誘
致
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

特集　高規格道路 新潟山形南部連絡道路　整備が進む「小国道路」

現
在
の
整
備
状
況

期
待
が
高
ま
る
小
国
道
路

▲「小国道路」山形県側起工式
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特集　高規格道路 新潟山形南部連絡道路　整備が進む「小国道路」

　

新
山
道
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
山
形
河
川
国

道
事
務
所
の
森
田
裕
介
事
務
所

長
は
「
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

と
東
北
中
央
自
動
車
道
等
と
一
体

と
な
っ
て
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
非
常
に
重
要
な
路

線
で
す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
高
規
格
道
路
が
整
備

さ
れ
る
と
広
域
的
な
人
流
・
物
流

の
効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

速
達
性
、
定
時
性
の
確
保
、
災
害

時
の
広
域
迂
回
の
解
消
に
よ
り
、

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
観
光
や
地

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

地
域
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方

整
備
局
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の

澤
山
雅
則
事
務
所
長
は
「
山
形
県

置
賜
地
方
か
ら
新
潟
県
下
越
地
方

に
通
じ
る
国
道
１
１
３
号
は
、
明

治
17
年
に
現
在
の
国
道
が
完
成
す

る
以
前
か
ら
「
越
後
米
沢
街
道
」

に
よ
り
両
県
の
物
流
な
ど
の
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
古
来

よ
り
両
県
を
結
ぶ
こ
の
路
線
が
重

要
な
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

「
小
国
道
路
」
の
整
備
に
よ
り

特
別
豪
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
る
小

国
町
や
関
川
村
に
お
け
る
積
雪
期

の
雪
崩
や
事
故
等
に
よ
る
交
通
障

害
の
回
避
、
ま
た
新
潟
・
山
形
両

県
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
だ
け

域
経
済
の
発
展
な
ど
の
整
備
効
果

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
た
め
に

は
、
高
規
格
道
路
を
ど
の
よ
う
に

利
活
用
し
て
い
く
の
か
、
地
域
の

方
々
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
荒
川
道
路
、
赤
湯
バ
イ

パ
ス
の
約
11
㎞
が
開
通
済
み
、
鷹

ノ
巣
道
路
、
梨
郷
道
路
、
小
国
道

路
の
約
25
㎞
が
事
業
中
で
す
。
梨

郷
道
路
に
お
い
て
は
今
年
度
中
の

開
通
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、小
国
道
路
は
、

山
形
側
に
お
い
て
本
格
的
に
工
事

に
着
手
す
る
運
び
と
な
り
、
11
月

12
日
に
起
工
式
を
執
り
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
山
形
県
側

の
「
小
国
～
飯
豊
」
間
お
よ
び
新

潟
県
側
の
「
片
貝
～
金
丸
」
間
に

お
い
て
は
、
概
略
ル
ー
ト
・
構
造

等
の
検
討
を
行
う
計
画
段
階
評
価

の
手
続
き
に
今
年
度
よ
り
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
国
町
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
活
性
化
や
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
に
も
、
一
日
も
早
い
事
業

完
成
お
よ
び
調
査
の
促
進
に
努
め

山形河川国道事務所
森田裕介事務所長

羽越河川国道事務所
澤山雅則事務所長

で
な
く
、
更
に
広
域
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
物
流
や
広
域
観

光
の
連
携
支
援
な
ど
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
道
路
が
安
全

で
通
り
易
く
な
る
だ
け
で
な
く
沿

線
の
地
域
や
町
づ
く
り
に
と
っ
て

も
重
要
な
事
業
で
す
。

　

「
小
国
道
路
」
の
整
備
に
は
、

地
域
の
か
た
が
た
か
ら
も
貴
重
な

用
地
の
提
供
や
工
事
に
伴
う
一
時

的
な
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
道
路
計
画

と
し
て
、検
討
段
階
に
入
っ
た
「
小

国
～
飯
豊
」
や
「
片
貝
～
金
丸
」

に
つ
き
ま
し
て
も
地
域
の
皆
様
や

利
用
さ
れ
る
皆
様
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
事
業
着
手
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、事
業
中
の
小
国
道
路
、

鷹
ノ
巣
道
路
な
ど
も
含
め
新
潟
山

形
南
部
連
絡
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
全
体
に
つ
い
て
山
形
河
川
国
道

事
務
所
と
も
連
携
し
な
が
ら
整
備

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
よ
ろ

新
山
道
の
こ
れ
か
ら
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特集　高規格道路 新潟山形南部連絡道路　整備が進む「小国道路」

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会住民大会関川大会（令和５年10月21日）
　　意見発表　クアーズテック㈱小国事業所　加藤孝則さん

　小国町では国道113号が唯一の幹線道路であり、また、他に迂
回路がないことから物流および従業員の交通インフラは全て国道
113号に頼らざるを得ない状況であります。
　昨年発生した豪雨災害では、従業員の帰宅困難者が発生し、ま
た物流面での停滞影響も懸念されました。幸いにも国道113号が
比較的早めに復旧されたことから、影響は最小限で留まったもの
の、復旧が長引いていれば、人的・物的な面において多大な影響
が出ることは想像に難くありません。製品の品質やコストは企業
の努力によって解決することは可能ですが、物流の要となる道路

置賜地域道路整備促進大会（令和５年10月２日）
　　意見発表　小国町立病院　看護部長　日下雅美さん

　小国町立病院は病床数45床の小さな病院ですが、医療機関が少

ない当町にとって、町民の健康で安心な生活を守るため、当院の
果たすべき役割は極めて大きいと考えます。状況によっては専門
医のいる公立置賜総合病院に急病の患者さんを移送しなければな
らないケースも多くあり、緊急車両による患者さんの移送には国
道113号を利用しなければなりません。
　国道113号は新潟県関川村から飯豊町手ノ子の間にあっては迂回
路がなく、町外へ通じている唯一の国道であることから、豪雪を
始め、近年全国各地で発生している豪雨や地震など、大規模な自

然災害等により通行不能となった場合、小国町民の尊い命が道路事情で失われる恐れがあり、私た
ち医療に携わる者にとって大きな不安となっています。
　「新潟山形南部連絡道路」はまさに「命の道」であることを訴えたいと思います。この道路の早
期実現は、私たち医療に携わる者だけでなく、地域住民にとっても切実な願いです。

の整備については一企業で解決することはできません。
　沿線住民のかたがたや、利用する企業及び団体との連携を強化し、道路整備に対する運動をさら
に高めていくことが重要であると考えており、国道113号の整備促進と合わせ、新潟山形南部連絡
道路の全線が一刻も早く完成することを強く切望します。

　

新
山
道
は
救
急
医
療
の
強
化
、

産
業
経
済
の
発
展
、
観
光
交
流
の

促
進
、
災
害
時
の
支
援
等
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
路
線
で
す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
で
は
、
地
域
住

民
や
関
係
各
所
と
と
も
に
新
山
道

の
重
要
性
や
そ
の
早
期
完
成
に
つ

い
て
要
望
活
動
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
熱
意
が
小
国
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
、
新
山
道
の
整
備
促
進

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
、
小
国
道
路

の
建
設
促
進
や
新
山
道
全
線
開
通

の
実
現
を
目
指
し
て
要
望
活
動
を

続
け
る
と
と
も
に
、
住
民
大
会
等

を
通
し
て
、
整
備
促
進
に
対
す
る

地
域
の
声
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
道
路
の
整
備
効
果
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

全
線
開
通
に
向
け
て

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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　置賜「地材地住」ネットワーク主催の「置

賜木」木工教室が10月24日、認定こども園す

みれ保育園で開催されました。

　園児13人が参加し、小国町建築組合の組合

員の指導のもと、金づちで釘を打ちつけるな

ど置賜産のスギ材を使用したイスづくりに挑

戦していました。完成したイスは保育園にプ

レゼントされました。

「置賜木」木工教室「置賜木」木工教室

置賜産材を使ったイスづくりに挑戦置賜産材を使ったイスづくりに挑戦

　消防ポンプ車引き渡し式が、10月29日、消

防小国分署で行われ、仁科町長から山口誠一

小国消防団団長へ軽四輪小型動力ポンプ付積

載車が贈呈されました。

　車両は第３分団に配備され、安全祈願のあ

と、団員による操作方法等の確認が行われま

した。

　この車両整備により、消防力の強化と体制

の充実が図られることになります。

第３分団に消防ポンプ車が配備第３分団に消防ポンプ車が配備

消防ポンプ車引き渡し式消防ポンプ車引き渡し式

　白い森づくり体験事業が10月26日、叶水

地内の国有林で行われ、小国小学校の５年

生48人が植林の体験や小国町森林組合によ

る伐倒を見学しました。

　その後、小国小学校で置賜森林管理署職

員による森林学習講話が行われ、森林の活

用や森林整備の必要性などについて学びま

した。

白い森づくり体験事業白い森づくり体験事業

スギの植林を体験スギの植林を体験
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　昇任された消防団のかたへの辞令交付式

が11月５日に消防小国分署で行われ、その

後、火災予防啓発のため消防関係車両12台

が町内をパレードしました。

　これからの時期は空気が乾燥し、火災が発

生しやすくなります。火元の取扱いには注意

しましょう。また、住宅用火災報知機の動作

確認をしましょう。

秋の火災予防運動秋の火災予防運動

秋季火災予防パレード秋季火災予防パレード

　平成26年から令和５年までの長きにわたり、
青少年健全育成推進員として青少年の健全育
成活動に尽力されたとして、小国町青少年健
全育成推進員会会長の髙橋義彦さん（長沢）
が置賜社会教育振興会表彰を受賞され、10月
24日、南陽市民文化会館で開催された置賜社
会教育振興大会（兼）置賜地区生涯学習振興
ブロック大会で表彰状を授与されました。

置賜社会教育振興会表彰置賜社会教育振興会表彰

髙橋義彦さんが受賞髙橋義彦さんが受賞

　11月16日、山形おきたま農業協同組合（若

林英毅代表理事組合長）と全国共済農業協同
組合連合会山形県本部（折原敬一運営委員会
会長）よりカーブミラー４基が寄贈されまし
た。
　同団体では昭和48年から地域の交通安全と
交通事故防止を目的にカーブミラーを寄贈し
ています。寄贈いただいたカーブミラーは今
後、町内の見通しの悪い道路に設置すること
としています。

事故ゼロの安全・安心な地域に事故ゼロの安全・安心な地域に

カーブミラー贈呈式カーブミラー贈呈式
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おぐに秋のイベントおぐに秋のイベント

　　黒沢峠トレッキング10/21 　　第42回飯豊連峰紅葉ジョギング大会10/29

　　道の駅白い森おぐに秋まつり 　　伊佐領ハロウィン10/29

　黒沢峠敷石道保存会（塚原宣夫会長）主

催のトレッキングが開催され、町内外から

10人が参加しました。参加者は岡村俊春さ

ん（小国小坂町）の案内で、黒沢峠の歴史

について触れながら敷石道を散策しました。

　飯豊連峰紅葉ジョギング大会が４年ぶり

に開催され、県内外から約100人が参加し

ました。参加者は秋晴れの空の下、飯豊連

峰の冠雪と紅葉を楽しみながらコースを駆

け抜けました。

　道の駅白い森おぐにで秋まつりを開催し
ました。来場者への鍋のふるまいや吹奏楽の
演奏、ダンスパフォーマンス、特産物の販売
が行われたほか、国道沿いの花壇ではスイセ
ンの球根を植えるスイセンプロジェクトも
開催され、15人が植栽に参加しました。

　伊佐領ハロウィンが開催され、伊佐領地
区のかたや米坂線沿線地域の子どもたちが
参加しました。今年も米坂線の復旧を願っ
て「がんばれ！！よねさかせん！！」の横
断幕を作成し、伊佐領駅で掲げました。今
回は小国高校生も参加し、駅舎の飾りつけ
などに取り組みました。

10/29

　10月から11月にかけて町内では数多くのイベント・行事が開催されまし

た。表紙で紹介した芸能まつりのほかにも、文化的なイベントやスポーツ

イベント、秋まつりなどが行われ、なかには数年ぶりの開催となったイベ

ントもあり、とても賑やかな秋となりました。

　今回はその一部をご紹介します。
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　　白い森特別催事 1　 おぐにの子どもの日まつり

　　プログラミング発表会11/4

11/11

　　公開講座「大宮の産屋（コヤバ）」　　地区対抗バレーボール交流大会202311/12

　町内の小学３～６年生が白い森学習支援
センター土曜講座で取り組んだプログラミン
グ学習の発表会が小国小学校で開催されまし
た。球体ロボットにプログラムした動きや音
声によって、ハロウィンの創作ストーリーや
小国の四季、自然等を表現し発表しました。

　東北芸術工科大学名誉教授である田口洋美氏
による講演と民族文化映像研究所作製の映画
「越後奥三面 山に生かされた日々」上映会が行
われるとともに、午後からは瞽女の芸を受け継
ぐ金子まゆさんをお招きし、瞽女唄を聴く会を
開催しました。どちらも大勢のかたに来場いた
だき秋のひと時を楽しんでいました。

　おぐにの子どもの日まつりが開催され、た
くさんの子どもたちが参加しました。クリス
マス工作やバルーンアート、絵本の読み聞か
せ、おやつの試食、人形劇を楽しんだほか、
よい歯の表彰も行われました。当日は小国高
校生のボランティア２人が参加し、バルーン
アート等の活動を手伝っていました。

　放送大学客員教授である板橋春夫氏によ
る大宮の産屋についての公開講座が開催さ
れ、25人が参加しました。参加者は全国に
分布する産屋習俗について見識を広げると
ともに、大宮の産屋が有する文化遺産とし
ての価値について理解を深めました。

　地区対抗バレーボール交流大会が小国町
民総合体育館で開催され、３チーム32人が
参加しました。少数ながらも白熱したプ
レーが繰り広げられ、東南部地区が優勝し
ました。順位は下記の通りです。
優勝：東南部地区　準優勝：沖庭地区　第３位：東部地区

11/5

　　第65回西置賜駅伝競走大会

　西置賜駅伝競争大会が４年ぶりに開催さ
れ、西置賜の１市３町から５チームが参加
しました。本町からも１チームが参加し、
小学生から社会人までの９人の選手が全９
区間32.1㎞のコースでタスキを繋ぎまし
た。　

11/4

11/18



2022.11広報おぐに 2014.12広報おぐに

　小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
職員数、給与、勤務条件等の状況について、その概要をお知らせ
します。なお、詳細は町ホームページで公開しています。

（https://www.town.oguni.yamagata.jp）

扶 養 手 当
・子ども１人につき10,000円、その他扶養親族6,500円（配偶者含む）

　（満16歳から22歳までの子につき5,000円加算）

住 居 手 当
・借家　月額16,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、

　　　　28,000円／月を限度に家賃に応じて支給

通 勤 手 当

通勤距離2.0㎞以上を対象に支給

・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　限度額55,000円／月

・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　2,500円～30,900円／月

期末勤勉手当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給

　　　　　　期末手当　　　勤勉手当

・６月期　　1.2月分     　1.0月分

・12月期　　1.2月分　   　1.0月分

※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～15％の加算措置有り

時 間 外

勤務手当

区 分 支 給 総 額 １人当たり平均支給額

令和３年度決算額 26,775千円 243千円

令和４年度決算額 36,547千円 369千円

退 職 手 当

月 額 期 末 手 当

給 料

町 長 810,000円 ６ 月 期　1.625月分

12 月 期　1.625月分

合 計　3.25月分

副 町 長 630,000円

教 育 長 560,000円

報 酬

議 長 340,000円 ６ 月 期　1.625月分

12 月 期　1.625月分

合 計　3.25月分

副 議 長 280,000円

議 員 265,000円

１週間の勤務時間
勤務時間の割り振り

週休日
始業時間 終業時間 休憩時間

38時間45分 ８:30 17:15 12:00～13:00 土曜日・日曜日

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏季休暇、社会奉仕活動など）　

無給　介護休暇・組合休暇

■問合先　総務企画課行政管理室（☎62－2112）へ

■休暇制度の概要

■勤務時間（標準的なもの）

■特別職の報酬の状況

■主な職員手当の状況（一般職） （令和５年４月１日現在）

（各年度一般会計決算）

（令和５年４月１日現在）

（令和５年４月１日現在）

19.6695月

28.0395月

39.7575月

47.709月

勤 続 20 年

勤 続 25 年

勤 続 35 年

最高限度額

24.586875月

33.27075月

47.709月

47.709月

自己都合 勧奨・定年

※定年前早期退職者に対して２％～45％の加算措置有り

※特別職の期末手当は、給料月額に35％加算した
　ものに支給割合を乗じます。

お知らせします

（令和５年４月１日現在）
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2022.11広報おぐに 町職員の給与・人事行政の内容を

男 女 合 計

一般行政職 ４人 ２人 ６人

医 師 職 ２人 ０人 ２人

技能労務職 ０人 ０人 ０人

そ の 他 ０人 ２人 ２人

合 計 ６人 ４人 10人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職
看護

保健職
福祉職

（保育・介護）
企業職 技能労務職

その他

教育職
合計

令和４年度 95人 ７人 ３人 19人 39人 11人 ２人 ５人 １人 182人

令和５年度 95人 ６人 ４人 18人 39人 10人 ２人 ５人 １人 180人

増 減 ０人 －１人 １人 －１人 ０人 －１人 ０人 ０人 ０人 －２人

男 女 合 計

定 年 退 職 ３人 １人 ４人

応 募 退 職 ０人 ０人 ０人

普 通 退 職 ３人 ２人 ５人

合 計 ６人 ３人 ９人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的な職務 主事補・主事 主事 主任 係長・主査 室長 課長

職 員 数 26人 13人 ２人 28人 12人 14人

構 成 比 27.4％ 13.7％ 2.1％ 29.5％ 12.6％ 14.7％

住民基本台帳人口
(令和５年３月末)

歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 令和３年度人件費率

6,853人 7,342,717千円 1,030,556千円 14.0％ 14.1％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 １ 人 当 た

り 給 与 費
（ B ／ A ）給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

令 和 ４ 年 度 113人 404,017千円 77,112千円 162,355千円 643,484千円 5,695千円

令 和 ５ 年 度 116人 414,112千円 81,918千円 161,148千円 657,178千円 5,665千円

区 分
令和４年度 令和５年度

平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額 平 均 年 齢 平均経験年数 平均給料月額

一 般 行 政 職 40.2歳 18.8年 304,300円 41.3歳 18.1年 305,400円

技 能 労 務 職 45.7歳 22.2年 258,000円 46.7歳 23.2年 261,200円

小国町 国

一般行政職
大学卒 185,200円 185,200円

高校卒 154,600円 154,600円

技能労務職 高校卒 151,900円 －

令和２年度 令和３年度 令和４年度

小 国 町 97.6 95.8 96.6

県内町村平均 98.1 98.0 98.1

全国町村平均 96.4 96.3 96.3

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況（一般職）

■平均給料月額・平均年齢

■初任給の状況 ■ラスパイレス指数の水準

（令和５年４月１日） （令和４年４月１日から令和５年３月31日）

（令和５年４月１日現在）

（令和５年４月１日現在）

（令和４年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（各年度４月１日現在）（令和５年４月１日現在）

※ ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与
水準を示す指数です。

※町長、副町長、教育長を除いた人数です。
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税についての作文・税に関する高校生の作文税についての作文・税に関する高校生の作文

町内の中高生と小国中学校が受賞町内の中高生と小国中学校が受賞

　国税庁が主催する「税に関する高校生の作文」で小国高
校２年の儀間実楽さんが仙台国税局長賞を、中学生の「税
についての作文」で小国中学校２年の渡部來羽さんが山形
県知事賞を受賞しました。他の受賞者は下記のとおりです。

秋の叙勲秋の叙勲

五十嵐友明さん五十嵐友明さんが瑞宝双光章を受章

　すみれ保育園理事長の五十嵐友明さん（小国小坂町）
が瑞宝双光章を受章されました。五十嵐さんは平成３年
12月から令和５年３月までの32年間、すみれ保育園園長
として、本町の児童福祉の向上に寄与され、平成23年度
から平成29年度までの７年間は、山形県保育協議会の会
長職を務め、県内の保育所等の発展に貢献されました。

秋の叙勲秋の叙勲

佐藤義昭さんが佐藤義昭さんが瑞宝単光章を受章受章

　元小国町消防団長の佐藤義昭さん（舟渡）が、
瑞宝単光章を受章されました。佐藤さんは昭和48
年に小国町消防団団員を拝命以来、部長、分団長、
副団長、平成31年４月には団長の職を歴任され、
永きにわたり地域防災や火災予防に従事されると
ともに、消防団の資質向上に貢献されました。

内閣府特命大臣表彰内閣府特命大臣表彰

舟山まささんが受賞舟山まささんが受賞

　永年にわたり保育事業に従事し、子どもたちの
健全な育成のため、保育士の資質向上など保育環
境の振興発展に貢献されたとして白百合保育園園
長の舟山まささん（幸町）が内閣府特命大臣表彰
を受賞されました。
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【税に関する高校生の作文】

仙台国税局長賞 小国高校２年 儀間実楽さん
税務署長賞 小国高校２年 塚原朱李さん

【租税教育推進校表彰】

税務署長賞 小国中学校

【中学生の「税についての作文」】

山形県知事賞 小国中学校２年 渡部來羽さん
山形県納税推進協議会会長賞 小国中学校２年 岩﨑りあんさん
置賜総合支庁長賞 小国中学校１年 木村苺さん
小国町長賞 小国中学校２年 長岡来空さん

▲「税に関する高校生の作文」受賞者 ▲中学生の「税についての作文」受賞者

広報おぐに　2023.12
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■対象　放課後に家庭で養育することができない町
内小学校に就学している児童で、令和６年４月
から中央児童室の利用を希望するかた（現在利
用中のかたも申込みが必要です。）

■申請書　12月１日㈮から中央児童室、各保育園、
教育振興課（おぐに開発総合センター内）のい
ずれかでお受け取りください。（町ＨＰからもダ
ウンロードできます。）

■受付期間・場所
　12月11日㈪～15日㈮　９：00～18：30
　小国町中央児童室
■提出書類　小国町中央児童室入所申請書および必要書類
■定員　80人（定員を超えた場合は、家庭環境を考

慮の上、低学年を優先して入所決定します。）
■申込・問合先　教育振興課（☎62－2141）または

　小国町中央児童室（☎62－2187）へ

　冬は凍結による漏水が発生しやすい季節です。

冬の備えとして凍結防止の対策をお願いします。

　①水抜栓を使用する場合は、ハンドルを最後ま

　　でしっかりと締めてください。

　②長期間留守にする場合は、閉栓手続きをして

　　ください。開栓・閉栓の際にそれぞれ手数料

　　を徴収しますが、水道基本料金（月額1,430円）

　　程度の負担で予防できます。なお、閉栓後も

　　宅内の水抜きが必要です。

　③水道の凍結等により漏水が発生した際は、小国

　　町指定給水装置工事事業者にご相談ください。

■申込先　地域整備課水道業務担当（☎62－2431）へ

水道の凍結にご注意ください水道の凍結にご注意ください

冬季間の灯油等購入費の一部助成を行います冬季間の灯油等購入費の一部助成を行います
■申請期間　12月１日㈮～令和６年２月29日㈭　

平日の８時30分から17時15分まで
■対象要件　令和５年10月１日現在で小国町に住

所を有し、令和５年度の町民税非課税世帯であ
り、かつ65歳以上の高齢者、障害者、母子・父
子家庭、在宅系施設利用者世帯のかた

■申請場所　健康管理センター
■申請の際に必要なもの
　①交付申請書
　②申請者本人の印鑑（自署の場合は不要）
　③助成金の指定振込口座を確認できる通帳
　④非課税証明書（令和５年１月１日現在におい
　　て小国町に住所がないかた）
　※ 代理申請をする場合は、承諾書および代理で

申請するかたの身分証明書が必要です。
■問合先　健康福祉課福祉担当（☎61－1000）へ

令和６年度中央児童室利用申込受付について令和６年度中央児童室利用申込受付について

（または 03-5321-8656）

【ご相談・お問い合わせは】
教育ローンコールセンター

月～金曜日／9：00～19：00
※土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12/31〜1/3）はご利用いただけません。 
受付時間

あなたの“未来”応 援します! ご融資額350万円以内
（お子さま１人あたり）

ご融資額350万円以内
（お子さま１人あたり）

40年以上の
取扱実績!

固定金利・
長期返済が可能!

ご入学前のまとまった
費用の準備が可能！

広
告

　明治６年に開校した叶水小学校が令和５年10

月20日に創立150周年を迎え、記念式典が行われ

ました。

　式典後には同校出身で京都大学野生動物研究

センター特任研究員の武真祈子さんによる記念

講演が行われ、『発見日和～叶水から続く道～』

と題して、叶水小中学校で過ごした日々で感じ

たことや現在携わっている研究内容について講

演いただきました。

　また、10月28日に開催された叶水小中学校文

化祭では、150周年記念として、子どもたちが地

域のかたにお話を聞きながら地域や学校の歴史

を調べ、その内容について発表しました。

叶水小学校創立１５０周年叶水小学校創立１５０周年

▲記念講演の様子

広報おぐに　2023.12
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■
受
付
内
容　

①
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
競
争
入
札

参
加
登
録
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

募
集

町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
４
階
）

■
対
象　

世
帯
状
況
に
応
じ
た
所
得
制
限
あ
り

◎
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

12
月
11
日
㈪

◎
入
居
時
期　

１
月
上
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管
理

担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

お
知
ら
せ

12
月
分
の
上
下
水
道
料
金
か
ら
冬
期
暫

定
水
量
に
よ
る
請
求
と
な
り
ま
す

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』
に
よ

る
結
婚
相
談
会

■
日
時

　

12
月
23
日
㈯　

13
時
～
16
時
45
分

■
場
所　

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
置
賜
支
所
（
米
沢
市
）

■
対
象　

結
婚
を
希
望
す
る
か
た

ま
た
は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

■
内
容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合

い
相
手
の
紹
介
な
ど
の
個
別
相
談

■
そ
の
他　

県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
人
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た

い
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

や
ま
が
た
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３-

６
８
７-

１
９
７
２
）
へ

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談
会

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
か
た

を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
お
よ
び
登
録
要
否
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約

制
に
よ
り
、
定
員
（
15
人
）
に
な

り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
21
日
㈭

　

①
10
時
～
12
時
※
消
費
税
の
仕

組
み
か
ら
知
り
た
い
か
た
向
け

　

②
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

長
井
税
務
署　

会
議
室

　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
公

共
の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

長
井
税
務
署

調
査
部
門
（
☎
０
２
３
８-

84-

１
８
１
０
※
音
声
案
内
２
番
）
へ

　

国
税
庁
で
は
、
確
定
申
告
の
た

め
の
決
算
の
方
法
・
注
意
点
等
を

説
明
す
る
動
画
「
決
算
の
し
か
た

（
青
色
申
告
編
・
白
色
申
告
編
・

農
業
所
得
編
）」
を
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
（「
国
税
庁
動

画　

決
算
」
で
検
索
）。

■
問
合
先　

長
井
税
務
署
調
査
部

門
（
☎
０
２
３
８-

84-

１
８

１
０
※
音
声
案
内
２
番
）
へ

「
決
算
の
し
か
た
」
の
説
明
動
画
に

つ
い
て

　

例
年
ど
お
り
、
12
月
か
ら
翌

年
４
月
ま
で
は
降
雪
に
よ
り
水

道
メ
ー
タ
ー
検
針
が
で
き
な
い
た

め
、
冬
期
暫
定
水
量
に
て
上
下
水

道
料
金
を
請
求
し
ま
す
。

■
冬
期
暫
定
期
間

　

12
月
か
ら
翌
年
４
月

　

公
益
社
団
法
人
米
沢
有
為
会
で

は
男
子
学
生
寮
（
東
京
興
譲
館
・

仙
台
興
譲
館
）
で
新
入
寮
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

置
賜
地
域
在
住
ま
た
は

　

置
賜
出
身
者
の
子
弟
で
、
令
和

　

６
年
４
月
に
大
学
等
に
入
学
予

　

定
ま
た
は
在
学
生
の
か
た

■
寮
費　

月
額
６
万
５
千
円
（
平
日

　

朝
夕
２
食
付
・
水
道
光
熱
費
含
む
）

■
入
寮
費　

４
万
円
（
初
年
度
の
み
）

■
募
集
人
数　

東
京
15
名
・
仙
台
10
名

■
面
接
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン

■
申
込
期
限　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

■
申
込
・
問
合
先　

米
沢
有
為
会

　

本
部
事
務
所
（
☎
０
３
‐
３
３

　

０
９
‐
３
３
０
２
）
へ

令
和
６
年
４
月
採
用
の
寮
生
募
集

務
等
（
追
加
申
請
）

　

②
物
品
納
入
・
役
務
提
供
（
追

加
申
請
）

■
受
付
期
間
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

①
令
和
６
年
２
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

　

②
令
和
６
年
１
月
15
日
㈪
～
２
月
５
日
㈪ 

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

■
有
効
期
限　

①
令
和
５
・
６
年
度

　

②
令
和
５
・
６
・
７
年
度

■
そ
の
他　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
事
務
局
施
設
課

施
設
係
（
☎
０
２
３
８-

26-

７
４
８
８
）
へ
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休館日 毎週月曜日・祝日～新着図書～

柚 月 裕 子

夏 川 草 介
和 田 秀 樹
樋 口 惠 子
黒 柳 徹 子

◇チョウセンアサガオの
　咲く夏
◇スピノザの診察室
◇病気の壁
◇老いの玉手箱
◇絵本窓ぎわのトットちゃん

給与所得の確定申告がさらに簡単に！

　令和６年１月以降、事業主の皆様が給与所得の源泉徴収
票をe-Taxや認定クラウド等で提出いただくと、従業員の
かたが確定申告をする際にマイナポータル連携を利用する
ことで給与所得の源泉徴収票の情報が確定申告書に自動的
に入力されます。
　従業員のかたはマイナポータル連携を利用することで給
与情報や生命保険、医療費等の金額が確定申告書に自動入
力・自動計算されるため入力する手間が不要となります。
　事業主の皆様におかれましては、多くのかたが給与情報
の自動入力を利用できるよう、源泉徴収票の記載内容（氏
名カナ）に不足がないよう注意し、e-Taxでの提出をお願
いいたします。
　なお、国税の各種手続に関するマイナンバー制度につい
ての情報や法人番号の最新情報については、国税庁ホーム
ページ「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞」をご覧
ください。
■問合先　長井税務署（☎0238－84－1810）へ

　昨年８月の豪雨により、坂町駅
～今泉駅で代行バス運転が続いて
います。
　町ホームページまたはＱＲコー
ドからＪＲ米坂線の復旧に向けた
あなたの思いや応援メッセージを
お寄せください。
■問合先

　 米坂線整備促進期成同盟会事務局 

（総務企画課内・☎62－2264）へ

ＪＲ米坂線に
エールを
届けよう！

国民年金基金制度のご案内
自営業のかたやその家族、学生などの国民年金の第１号被保険者の皆様へ
　国民年金基金は、自営業のかたやその家族、学生などの国民年金の第１号被保険者のかたがたが
ゆとりある老後を過ごせるよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。
　加入できるかたは、国民年金に加入している20歳以上60歳未満のかたおよび60歳以上65歳未満
のかたや海外に居住されているかたで国民年金に任意加入しているかたです。65歳から生涯受け取
ることができる終身年金が基本ですので、長い老後の生活に備えることができます。
　掛金は全額が所得から控除できるので、所得税と住民税が軽減されます。万が一早期に亡くなっ
たとき、家族に遺族一時金が支払われますので、掛け捨てになりません。（一部の年金タイプを除く）
遺族一時金は全額非課税です。※2023年１月現在
　加入したときに確定した掛金額と年金額は変わりません。（ご加入時の内容でお支払いした場合）
ご加入いただいた後も掛金の額を口数単位で増減できます。
■問合先　全国国民年金基金 南陽北支部　（☎0120－65－4192）へ

■
冬
期
暫
定
水
量

　

11
月
の
使
用
水
量

　

※
11
月
分
と
同
額
の
上
下
水
道

料
金
を
請
求
し
ま
す
の
で
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
の
か
た
は
、

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※
冬
期
暫
定
期
間
中
に
使
用
開

始
す
る
場
合
は
、
世
帯
人
数
に

よ
り
設
定
し
ま
す
。

■
過
剰
納
付
の
場
合

　

翌
年
５
月
に
精
算
し
、
翌
月
以

降
の
水
道
料
金
に
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
納
付
不
足
の
場
合

　

翌
年
５
月
に
精
算
額
と
の
差
額

を
合
わ
せ
て
請
求
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
水
道
業

務
担
当
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ
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今月の納税
　 　12月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前日
まで、指定の口座に入金してく
ださい。

● 1 2 月 2 5 日 ㈪
　　固定資産税、国民健康保険税、
　　後期高齢者医療保険料

● 1 2 月 2 6 日 ㈫
　　水道料、下水道料、簡易水道料

● １ 月 ４ 日 ㈭
　　介護保険料、住宅使用料、保育料、
　　児童福祉使用料

■問合先　税務課税政管理室
　　　　　（62－2403）へ

２０２３．１２

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は11月17日現在でハロー

ワークへ登録された求人のうち、

小国町をおもな就業先としている

求人情報です。既に雇用が確定し

ている場合もありますので、ご了

承ください。求人情報の詳細につ

いては、ハローワーク長井（☎84－

8609）へ

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

荒川興業　株式会社 製造加工／臨時職員 ２人 ８：20〜17：10

大和建設運輸　株式会社

土木施工管理技士 １人

８：00〜17：00重機運転手 １人

大型トラック運転手 ２人

株式会社　ビーネックステク
ノロジーズ　仙台オフィス

半導体部材製造ラインにおけ
る生産技術業務 １人 ８：20〜17：10

株式会社　ニチイ学館
山形支店 （請）医療事務（小国町） １人 ８：30〜17：15

有限会社　小国技研 ボーリング洗浄工及び作業管理補助 ２人 ８：00〜17：00

長谷川工業　株式会社
小国工場

加工スタッフ（マシニング） １人 ８：15〜17：15他

加工スタッフ（ＮＣ施盤） １人 ８：15〜17：15

日本重化学工業　株式会社
山形事業所　小国工場

事業所の管理会計・原価計算・
予算実績管理 １人 ８：15〜17：15

小国開発　株式会社 土木施工管理 ５人 ８：00〜17：00

株式会社　山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00〜18：00

株式会社　横川建設

現場管理（１級又は２級土木
施工管理技士） １人

８：00〜17：00重機オペレーター見習い ２人

作業員（分別作業等） ２人

事務員 ２人

株式会社　山形銀行 銀行業務（事務・窓口：小国
町内店舗）

１人 ８：30〜17：00

１人 ９：00〜17：00 
の間の５時間

山和建設　株式会社

一級土木施工管理技士・一級
建築施工管理技士【本社】 ３人

８：00〜17：00
二級土木施工管理技士・二級
建築施工管理技士【本社】 ３人

特定非営利活動（ＮＰ
Ｏ）法人　まんまる 支援員／共同作業所まんまる １人 ８：30〜17：00

社会福祉法人　小国福
祉会

看護師 １人 ８：00〜17：00他

調理員 １人 10：30〜13：30

株式会社　コメリ 販売・店舗運営職（リージョ
ナル社員） １人 ８：45〜18：00他

株式会社コメリ　新潟ス
トアサポートセンター

販売員（ハードアンドグリー
ン小国店）準社員

１人 12：45〜17：00

１人 ８：45〜13：00

販売員（コメリハード＆グリ
ーン小国店）アルバイト １人 17：00〜19：30

水道 町立病院（一般外来）
小国中継施設

（リレーセンター）
町民体育館 あいべ 総合センター

12月29日㈮ 山一住設（☎61－0123）

休　　診

通常営業

休　　館
（12/28から）

休　　館
（12/28 17時から）

浴室のみ営業
12月30日㈯ 設備佐藤（☎62ー5606）

休　　み

12月31日㈰ 小関住宅設備（☎62－5347）

休　　館
１月１日㈪ パイプライン（☎62－2461）

１月２日㈫ 津島屋電機店（☎62－2404）

１月３日㈬ サトーメンテナンス（☎62－2944）

問 合 先 地域整備課建設管理室 町立病院（☎61－1111）
小国中継施設
（☎63－2251）

町民体育館 あいべ 総合センター

※町立病院では、急患については一般外来の休診日であっても９時～17時まで対応いたします。
※ごみ収集については、全戸配布をしているごみ収集カレンダーをご確認ください。

年末年始の休館情報等について
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●総合センター（教育振興課） ☎ 62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎ 61－1000

●子育て支援センター ☎ 090ー9015ー8330　●町民体育館 ☎ 62－5421　●あいべ ☎ 62－5808　

●町立病院 ☎ 61－1111　●老人保健施設 ☎ 61－1200　●訪問看護ステーション ☎ 61－1002

●斎場夜間受付（17:00 ～ 21:00） ☎ 023－645－3077

●ホームページアドレス https://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス https://www.ogunibyoin.jp/
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戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（令和５年10月31日現在）

人口　男・・・3,409人 （－ ４）

　　　女・・・3,364人 （－ ６）

　　　計・・・6,773人 （－ 10）

世帯数　　　2,983世帯 （－ ２）

（ 1 0 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。
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スポーツイベント12月の

■日　時　12月16日㈯　10：00～11：00

■場　所　小国町民総合体育館

■対象者　どなたでも

■参加費　500円～750円（保険料込）

■持ち物　室内シューズ、タオル、飲み物など

■申込締切　12月13日㈬

特定非営利活動法人■申込・問合先

　　（☎62－5808）へ

1212月月のの
保保健健カレカレンンダーダー

＊＊子育子育てて支援センター支援センターからから＊＊

■12月の広場日程　

１．各健診の日程等

　■３歳児健康診査
　・期　　日　12月８日㈮　
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　Ｒ２年４月、５月、６月、７月生まれ

２．場　所　健康管理センター

３．その他　母子健康手帳を持参ください。

４．問合先　
　健康管理センター（☎61－1000）へ

■対象者　就学前のお子さんとお家のかた
■利用時の注意点
　・体調の悪い場合は、利用できません。
■その他　 お気軽にご参加ください。   

平日はいつでも子育て相談に応じています。
■問合先　 子育て支援センター    

（ショッピングセンターアスモ内・☎090-9015-8330）へ

叶 水 実
み は る

花中 島
基 雄
怜 美（

河 原 角 叶
か な と

翔伊
照 幸

泉（

結婚おめでとうございます。

小国小坂町
山 形 市

慶 士
香久美（ 室 岡

後 藤

曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：00～11：30・13：00～16：00
場所：子育て支援センター（アスモ内）

不要

子
育
て
講
座

ハンドメイド 12/７㈭９：30～11：30・健康管理センター 要

セルフマッサージ
12/12㈫10:00～11:30・健康管理センター
※動きやすい服装で参加してください。

要

クリスマス会 12/21㈭10：30～11：30・健康管理センター 要
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●小国町役場　代表（総務企画課）☎ 62－2111 ㈹ fax62－5464

●行政管理室　　　　　　　☎ 62－2112
●観光経済室　　　　　　　☎ 62－2416

　☎ 62－2260
●建設管理室　　　　　　　☎ 62－2431

 ☎62－2264
●白い森ブランド戦略室　☎87－0821
●国保医療担当　　　　　☎62－2261
●建設技術室　　　　　　☎62－2432

●会計室　　　☎62－2406
●農林振興室　☎62－2408
●税政管理室　☎62－2403
●議会事務局　☎62－2448

●企画財政室/次期総合センター推進室

●住民窓口担当／町民生活担当／危機管理担当



ドローンがみた、ドローンがみた、
おぐにの風景おぐにの風景

　　小玉川地区

　小玉川集落対岸の三角山には大窪と呼ばれる窪地があります。そこにはかつて山城があり、『小
国町の文化財』（小国町誌編集委員会編　1999年）によると天文九年（1540年）に発生した天文の乱
の際に落城しました。現在も土塁や堀切、段状平地などが残されており、当時の様子をうかがい知
ることができます。
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